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第64号
令和4年11月15日

会報

（１）

令
和
４
年
９
月
17
日
土
曜
日
、
２
０
２
２
信
州
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
「
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
」
が
、
メ
イ
ン
会
場
の
ホ
ク

ト
文
化
ホ
ー
ル
（
長
野
市
）
を
中
心
に
、
諏
訪
市
駅
前
交
流

テ
ラ
ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
（
諏
訪
市
）
、
伊
那
公
民
館
（
伊
那
市
）
、
飯
田
市

駅
前
プ
ラ
ザ
「
丘
の
上
結
い
ス
ク
エ
ア
」
（
飯
田
市
）
の(

３
つ)

の
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文化・芸術・交流大会

未
来
へ
つ
な
ご
う

豊
か
な
風
土
と
伝
統
文
化

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

テ
ー
マ
は
「
未
来
へ
つ
な
ご
う

～
豊
か
な
風
土
と
伝
統
文
化
～
」
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
曽
根
千
賀
子

氏
（
長
野
県
看
護
大
学
講
師
）
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
は
内
山
二
郎

氏
（
２
０
２
２
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
実
行
委
員
長
）
。
南
信
地
域
の
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祭
や
街
並
み
、
伝
統
文
化
、
食
や
観
光
な

ど
、
南
信
地
区
の
シ
ニ
ア
に
よ
る
活
動
の

様
子
が
動
画
で
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
を
見
な

が
ら
来
場
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
が
交

流
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
の
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で

は
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
曾
根
千
賀
子
氏

と
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
内
山
二
郎
氏
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

元
持
幸
子
さ
ん
の
司
会
進
行
の
も
と
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
福
田
雄
一
氏
（
長

野
県
保
健
福
祉
部
長
）
が
ス
ク
リ
ー
ン
で

挨
拶
「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
豊
か
に
暮

ら
す
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
新
た
な
連
携

と
発
展
や
社
会
参
加
が
よ
り
促
進
さ
れ
ま

す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

長
野
会
場
か
ら
は
、
県
内
各
地
の
７
事

例
を
各
地
区
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
紹

介
し
ま
し
た
。

長
野
支
部
シ
ニ
ア
活
動
推
進
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
斎
藤
む
つ
み
さ
ん
は
「
信
州
ひ

ら
が
な
料
理
普
及
隊
」
の
信
州
人
の
伝
統

的
な
食
文
化
と
、
食
に
対
す
る
考
え
方
を

次
世
代
に
受
け
継
ぐ
活
動
に
つ
い
て
ス
ラ

イ
ド
で
紹
介
し
ま
し
た
。

長
野
会
場
で
参
加
し
た
シ
ニ
ア
大
学
長

野
学
部
２
年
生
の
山
崎
裕
子
さ
ん
は
「
南

信
地
区
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ
っ

て
、
子
供
た
ち
へ
地
区
文
化
の
伝
承
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

長野市ホクト文化ホールメイン会場

９
月
23
日
～
25
日
長
野
県
飯
田
創
造

館
で
開
催
。
県
内
在
住
の
概
ね
60
歳

以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
に
よ
る
作

品
展
で
は
、
創
作
を
と
お
し
た
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
積
極
的
な

社
会
参
加
の
推
進
を
目
的
に
、
日
本

画
・
洋
画
・
彫
刻
・
書
・
手
工
芸
・

写
真
の
６
部
門
で
展
示
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
部
門
ご
と
に
優
秀

作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
入
賞
作
品
は
２
面
に
掲
載
）

長野県シニア作品展

２０２２年信州ねんりんピック

作品に見入る来場者
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2022信州ねんりんピック 第51回長野県シニア作品展

2022信州ねんりんピック第51回長野県シニア作品

展が令和4年9月23日(金)～25日(日)に飯田市創造館

で開催されました。今年もコロナ禍での作品展とな

りましたので感染対策を講じての開催となりました。

今回の作品展には日本画14点、洋画39点、彫刻11点、

手工芸47点、書の部47点、写真33点の合計191点の

出展がありました。

9月22日(木)に審査委員による作品審査が行われ、

部門ごとに県知事賞、長寿社会開発センター理事長

賞などの受賞作品が決定されました。

長
野
地
区
賛
助
会
員
の
受
賞
作
品
は
次
の
通
り
で
す

(

敬
称
略)

「突き抜ける達成感！日本の

屋根を覗く」
写真の部 長野県知事賞

西川 寛

「いったり、きたり」
洋画の部 長野県知事賞

依田 薫子
「京都・祇園祭り」

手工芸の部 長野県知事賞
髙野 志郎

書
の
部

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞

「
萬
首
唐
人
絶
句
５
巻(

岑
参
詩)

」

荒
井

宏
山(

公)

書
の
部

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

「
秋
雁

區
大
相
の
詩

」

轟

正
幸

「柿」
最高齢者賞(97歳)

鈴木 はる

「本能寺」 日本画の部
長野県社会福祉協議会会長賞

大久保 佳勇

(2 )

手
工
芸
の
部
「
柿
双
禽
」

奨
励
賞

黒
岩
三
智



８
月
18
日
木
曜
日
、
長
野
地
区
賛
助
会

第
４
回
幹
事
会
の
一
環
と
し
て
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
講
座
」
を
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ス
マ

ホ
Ａ
Ｄ
推
進
部
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
堀
川
氏
・

サ
ポ
ー
タ
ー
唐
木
氏
の
指
導
で
、
マ
ッ
プ

ア
プ
リ
を
使
い
「
タ
ッ
プ
、
ス
ワ
イ
プ
、

ピ
ン
チ
」
な
ど
の
基
本
操
作
や
カ
メ
ラ
ア

プ
リ
で
花
の
写
真
を
検
索
し
花
の
名
前
を

調
べ
た
。
「
ほ
ほ
～
な
る
ほ
ど
、
こ
り
ゃ

あ
便
利
だ
な
！
」
と
感
心
し
な
が
ら
操
作

し
て
い
た
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
カ
メ

ラ
で
読
取
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト

を
表
示
し
た
り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
で
「
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
は
？
」
と
問
う

と
、
現
在
地
付
近
の
コ
ン
ビ
ニ
を
表
示

「
凄
い
、
内
の
旦
那
よ
り
賢
い
」
と
、
感

心
し
て
い
た
。
操
作
の
も
ど
か
し
い
人
に

は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
で
戸
惑
い
な
が
ら

楽
し
く
学
ん
だ
。

日
頃
か
ら
「
ス
マ
ホ
は
持
っ
て
い
る
が

使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
か
っ

た
の
で
良
い
機
会
で
し
た
。

ら
く
ら
く
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
ろ
う
と

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
だ
ろ
う
と
ア
イ
フ
ォ
ン
だ

ろ
う
と
、
高
齢
者
が
簡
単
に
使
え
る
ス
マ

ホ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
を
考
え
始
め
た
ら
ど

の
機
種
を
選
ぶ
か
？
で
は
な
く
、
「
自
分

の
遣
り
た
い
事
を
で
き
る
よ
う
に
な
る
事
」

で
す
。
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

長野地区賛助会会報ながの 第64号

熱
心
に
Ａ
Ｄ
の
説
明
に
耳
を
傾
け
る
受
講
者

☆スマホを便利に 使おう☆

･私にもできた！かんたん怖くない！

･使っててみると便利、もっと使いたい。

･友人や家族との連絡もこれで簡単。

･趣味が広がる。生活が充実する。

･防犯、防災情報がわかって安全安心。

スマホは「あると便利」から「無い

と不便」もっと使ってみましょう。

シニア向けスマートフォンセミナーを、ソフトバ

ンクから講師を招いて長野市合同庁舎別館２階会

議室で開催しました。

長 野 地 区 賛 助 会

電
話
で

お
金
は

詐
欺

で
す
！

お金

お金

お金

サポーターより個別指導を受ける受講者

振込詐欺横行しています注意しましょう。

(3)
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令
和
４
年
10
月
21
日(

金)

長
野
県
民
文
化
会
館
「
ホ
ク

ト
文
化
ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
長
野
地
区
賛
助
会
員
の
集
い

「
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
、
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部
公
開
講
座

「
人
を
つ
な
ぐ
音
楽
の
チ
カ
ラ
」
と
題
し
て
春
原
る
み
先

生
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
の
部
、
式
典
で
は
、
実
行
委
員
長
丸
山
栄
洋
氏
の

開
会
の
挨
拶
に
続
い
て
、
令
和
４
年
度
表
彰
状
伝
達
式
が

行
わ
れ
、
個
人
、
団
体
及
び
シ
ニ
ア
作
品
展
入
賞
者
８
名

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。(

個
人
・
団
体
表
彰
者
の

紹
介
は
８
面
に
掲
載)

セ
レ
モ
ニ
ー
の
来
賓
祝
辞
で
、
長
瀬
有
紀
氏(

長
野
保
健

福
祉
事
務
所
長)

、
宮
村
泰
之
氏(

長
野
県
長
寿
社
会
開
発

セ
ン
タ
ー
常
務
理
事)

か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
８
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、

詩
吟
、
太
極
拳
、
ダ
ン
ス
な
ど
１
年
間
の
成
果
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

１
階
の
展
示
会
場
で
は
９
グ
ル
ー
プ
が
、
日
頃
の
活
動

や
力
作
を
発
表
し
ま
し
た
。

長
野
地
区
賛
助
会
員
の
集
い

長野漢詩会

木つつきの会

あ
じ
さ
い
の
会

シニア３８書道

ふれあい長野・ビデオクラブ

川柳「りんどう会」

万年青の会（絵手紙）

IT･Sの会

楽しい切り絵

グ
ル
ー
プ
展
示

展
示
グ
ル
ー
プ

◆
長
野
漢
詩
会
◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
『
あ
じ
さ
い
の
会
）

◆
楽
し
い
切
り
絵
◆
ふ
れ
あ
い
長
野
「
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
」

◆
木
つ
つ
き
の
会
（
木
彫
り
）
◆
川
柳
「
り
ん
ど
う
会
」

◆
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ
の
会
（
パ
ソ
コ
ン
・
デ
ジ
カ
メ
）

◆
万
年
青
の
会
（
絵
手
紙
）
◆
シ
ニ
ア
３
８
書
道

特
別
展
示

２
０
２
２
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
野
県
シ
ニ
ア
作
品
展

入
賞
作
品
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コールフォーエバー混声合唱団

ス
テ
ー
ジ
発
表

ス
テ
ー
ジ
発
表
グ
ル
ー
プ

◆
コ
ー
ル
ス
マ
イ
ル
◆
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

◆
吟
和
会
◆
い
き
い
き
２
１
◆
さ
つ
き
会

◆
シ
ニ
ア
太
極
拳
◆
ス
マ
イ
ル
リ
フ
レ

◆
コ
ー
ル
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
混
声
合
唱
団

シ
ニ
ア
太
極
拳

さ
つ
き
会

い
き
い
き
２
１

オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ

吟
和
会

ス
マ
イ
ル
リ
フ
レ

コ
ー
ル
ス
マ
イ
ル



名称 本拠地 特記事項

音故知新,「座布団カフェ」 長野市東和田公民館 シニア地域プロデューサーが代表。

音楽カフェにようこそ 戸倉公民館 男性シニアが緩く集う。

噂の音楽鑑賞会「おとはこ」 白馬村 当時の思い出も持ち寄る。

「みずうみの風」 諏訪市の町のえんがわを拠点 認知症予防に効果がある「回想法」に着目。

「風の囁き」音楽グループ゜ 飯山市 出張音楽カフェにも取り組む。

Widows Record 長野駅前　東口「ユメリア通り」 大量の中古レコードを保有、コーヒーだけでも歓迎。

かがやきひろば松代 松代保健福祉センター内 コロナ前は「クラシック名曲喫茶」。

塩崎・信更健康音楽鑑賞講座 篠ノ井交流センター塩崎分館 音楽史の勉強OK、参加費 無料。
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人
を
つ
な
ぐ
音
楽
の
チ
カ
ラ

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
長
野
支
部
活
動
事
業

令
和
４
年
度

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部
公
開
講
座

令
和
４
年
10
月
21
日
長
野
市
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
長
野
学
部

公
開
講
座
を
「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
生
き
抜

く
長
寿
社
会
の
実
現
」
に
つ
い
て
二
部
構
成
で

長
野
保
健
医
療
大
学
の
認
定
作
業
療
法
士
で
も

あ
る
、
春
原
る
み
先
生
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
開

催
し
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
【
人
を
つ
な
ぐ
音
楽
の
チ
カ
ラ
】

の
基
調
報
告
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

誌
面
下
資
料
に
あ
り
ま
す
八
か
所
の
カ
フ
ェ

が
、
個
々
に
十
二
分
に
個
性
的
な
活
動
を
展
開

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、
興
味
深
く
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
時

間
で
し
た
。

ど
の
カ
フ
ェ
に
も
共
通
し
て
い
た
の
は
、
自

分
が
聞
き
た
い
曲
を
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ
と
も

当
然
で
す
が
、
参
加
者
が
聞
き
た
が
っ
て
い
る
、

こ
れ
ま
で
関
心
の
な
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
カ
フ
ェ
の
魅
力

だ
そ
う
で
す
。

近
い
将
来
、
「
音
楽
カ
フ
ェ
」
が
、
地
域
活

性
化
並
び
に
地
域
振
興
の
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ

に
な
る
も
の
と
お
も
わ
れ
ま
す
。
曲
を
流
し
た

時
は
、
曲
そ
の
も
の
よ
り
、
曲
の
背
景
（
時
代

考
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
！
先
頭
に
立
っ
て
集

ま
り
ま
せ
ん
か
？
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が

本
番
で
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第

９
番
《
合
唱
付
き
》
を
年
末
の
年
越
し
に

は
皆
で
大
い
に
唱
っ
て
、
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

考
証
）
を
当
時
の
世
相
と
共
に
思
い
起
こ

す
人
が
必
ず
い
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
真

に
音
楽
の
チ
カ
ラ
そ
の
も
の
で
す
。

第
二
部
で
は
、
長
野
保
健
医
療
大
学
の

春
原
る
み
先
生
に
よ
る
～
健
康
で
幸
せ

な
ま
ち
づ
く
り
～
と
題
し
て
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幸
せ
診
断
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
「
幸
せ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
ポ

イ
ン
ト
解
説
も
し
て
い
た
だ
き
今
後
の
参各グループの個性あふれる活動発表

長
野
県
下
の
音
楽
カ
フ
ェ
の
紹
介



ス
マ
イ
ル
リ
フ
レ
会
長
志
原
悦
子

私
た
ち
ス
マ
イ
ル
リ
フ
レ
は
、
毎
月
第

４
火
曜
日
に
、
長
野
市
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座

の
地
下
ホ
ー
ル
で
、
午
後
１
時
か
ら
３
時

ま
で
小
川
隆
江
先
生
に
ダ
ン
ス
の
ご
指
導

を
頂
き
、
楽
し
み
な
が
ら
会
員
の
健
康
維

持
と
親
睦
を
図
っ
て
い
る
ダ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
で
す
。

会
の
目
的
と
し
て

①
毎
月
１
回
教
室
を
開
催

②
賛
助
会
の
集
い
に
参
加

③
社
会
参
加
活
動

④
そ
の
他
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
必
要
な
事
業
で
す
。

私
た
ち
は
毎
年
「
賛
助
会
の
集
い
」
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
を
目
標
に
全
力
を
注
ぎ
練

習
し
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
の
曲
は
先
生
が

決
め
て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
「
Ｖ
６
」

「
嵐
」
「
エ
グ
ザ
イ
ル
」
「
グ
レ
ー
」
と

私
た
ち
に
は
似
つ
か
な
い
曲
で
す
が
、
そ

れ
で
も
何
と
か
踊
り
こ
な
し
て
い
ま
す
。

発
表
会
の
時
に
着
る
衣
装
も
、
自
分
た
ち

で
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
手
作
り
し
ま
す
。
全

員
で
協
力
し
な
が
ら
、
縫
製
す
る
時
は
ま

た
一
層
絆
が
深
ま
り
、
と
て
も
い
い
雰
囲

気
で
す
。
こ
の
衣
装
を
着
て
踊
る
と
、
見

て
い
る
人
か
ら
も
好
評
で
す
。

踊
り
と
衣
装
に
ほ
れ
込
み
会
員
に
な
っ

て
く
れ
た
人
も
い
る
く
ら
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
昨
年
は
某
小
学
校
の
２

年
生
と
リ
モ
ー
ト
で
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
ダ
ン
ス
を
見
て
後
日
お
礼
の
は

が
き
を
頂
き
ま
し
た
。
「
と
て
も
ス
テ
キ
」

「
ダ
ン
ス
が
キ
レ
ッ
キ
レ
で
し
た
」
「
服

を
自
分
で
作
る
な
ん
て
す
ご
い
」
「
か
っ

こ
よ
か
っ
た
」
「
お
も
し
ろ
い
ダ
ン
ス
を

あ
り
が
と
う
」
な
ど
な
ど

と
て
も
嬉
し
く
又
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
も
お

呼
び
頂
く
事
が
有
り
社
会
参
加
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

平
均
年
齢
75
才
、
足
腰
も
思
う
様
に
動

か
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
す
が
、
ダ
ン

ス
は
年
々
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
て
い
る
様

に
思
え
る
の
で
す
が
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ

る
の
に
は
「
皆
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る

の
よ
」
で
す
っ
て
・
・
・

で
も
、
私
た
ち
も
教
え
て
頂
く
ダ
ン
ス

を
直
ぐ
に
覚
え
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

月
１
回
の
練
習
で
は
次
の
練
習
日
に
は
前

に
教
え
て
頂
い
た
事
は
す
っ
か
り
忘
れ
、

ま
た
１
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

そ
ん
な
繰
り
返
し
で
も
「
継
続
は
力
な

り
」
で
発
表
会
当
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時

は
「
ピ
タ
リ
」
と
決
ま
る
と
こ
ろ
は
芯
の

図
々
し
さ
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

発
足
時
は
30
名
近
く
も
い
た
会
員
で
す

が
、
今
は
11
名
位
に
な
り
ち
ょ
っ
と
淋
し

く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
グ
ル
ー
プ
の
絆

は
強
く
、
練
習
の
後
の
皆
で
集
ま
っ
て
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
最
高
で
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
。
楽
し
い
仲
間
と

一
緒
に
い
つ
迄
も
リ
フ
レ
ダ
ン
ス
を
続
け

て
行
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
健

康
寿
命
を
１
日
も
長
く
常
に
前
進
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。

長野地区賛助会会報ながの 第64号（7）

仲
間
と
一
緒
に
手
作
り
衣
装
で
踊
る
の
が
楽
し
み

ス

マ

イ

ル

リ

フ

レ

9

衣裳の縫製を楽しむ仲間

賛助会の集い「ステージ発表」

練
習
の
後
は
皆
さ
わ
や
か
で
す



令
和
４
年
度
賛
助
会
員
の
集
い

式
典
に
於
い
て
、
賛
助
会
員
の
活

動
の
趣
旨
を
深
く
理
解
し
て
、
社

会
活
動
の
推
進
に
多
大
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
の
皆
様
を

毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。
長
野
地

区
賛
助
会
か
ら
、
一
名
一
団
体
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
表
彰
受
賞
に
あ
た
っ
て

丸
山
栄
洋

平
成
21
年
い
き
い
き
実
践
塾
に
入
学
し

ま
し
た
。
定
員
は
30
名
１
年
間
こ
こ
で
学

び
、
10
数
人
の
仲
間
で
高
齢
者
施
設
利
用

者
の
慰
問
と
交
流
を
目
的
に
平
成
23
年
に

グ
ル
ー
プ
「
い
き
い
き
21
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
今
は
会
員
10
名
で
構
成
し
て
い

ま
す
が
、
発
足
以
来
亡
く
な
っ
た
方
や
都

合
で
お
や
め
に
な
っ
た
方
々
を
含
め
多
く

の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
の
、
受
賞
は
全
て
こ
の
方
々
の
功

績
で
あ
っ
て
、
偶
々
私
が
代
理
人
と
し
て

た
ま
た
ま

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
を
代

表
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
表
彰
を

い
た
だ
き
決
意
新
た
に
！

グ
ル
ー
プ
長
小
池
邦
武

先
日
は
グ
ル
ー
プ
表
彰
「
令
和
４
年
度

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
表
彰
」

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歳
を
重
ね
る
ご
と
体
の
機
能
が
衰
え
て
も
、

レ
ッ
ス
ン
会
場
は
明
る
い
笑
い
声
と
、
オ

カ
リ
ナ
の
音
色
が
響
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ク
ラ
ブ
が
継
続
（
結
成
六
年
）

出
来
た
の
は
、
仲
間
力
と
滝
沢
ヒ
ト
ミ
先

生
の
ご
尽
力
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
ク
ラ
ブ
の
活
性

化
が
失
わ
れ
て
い
る
中
、｢

賛
助
会
員
の

集
い
」
は
、
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
目
標
と
な

り
、
会
員
が
一
丸
と
な
れ
た
機
会
に
な
り

開
催
に
感
謝
致
し
ま
す
。

今
後
も
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
オ
カ
リ
ナ
の
音
色
に
癒
さ
れ
、
音
色

に
よ
り
多
く
の
人
た
ち
の
笑
顔
に
触
れ
ら

れ
る
日
を
楽
し
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
健
康

で
楽
し
く
オ
カ
リ
ナ
を
吹
き
続
け
て
行
け

た
ら
と
願
い
ま
し
た
。
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秋
も
深
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
野
沢
菜
漬

け
の
美
味
し
い
季
節
で
す
ね
。
漬
物
と

い
う
と
塩
分
が
気
に
な
り
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
一
般
の
人
の
食
塩
摂
取
量
に

つ
い
て
，
男
性
は
１
日
7.5
ｇ
未
満
，
女
性

は
6.5
ｇ
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
家
で
は
、
味
噌
汁
の
塩
分
濃
度

調
整
に
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー

グ
ル
ト(

味
噌
10
に
対

し
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
２

～
３)

を
使
っ
て
い
ま

す
。
薄
味
の
物
足
り

な
さ
を
カ
バ
ー
し
て
、

コ
ク
が
で
て
美
味
し

い
で
す
。
澁
谷
貞
春

健
康
一
口
メ
モ

令和４年度 長野県知事表彰・長野県長寿社会開発センター理事長表彰

長
野
県
知
事
表
彰

長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

理
事
長
表
彰

(8)

長野保健福祉事務所長より表彰授与 丸山栄洋氏(右) 小池邦武氏(左)

丸
山
様
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
企
画
・

運
営
の
中
心
的
な
役
目
を
果
た
し
、
仲
間

づ
く
り
や
長
野
地
区
社
会
福
祉
施
設
を
慰

問
し
て
、
コ
ー
ラ
ス
・
寸
劇
等
の
演
目
を

通
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
は
、
長
野
地
区
の
高

齢
者
施
設
や
地
域
の
お
茶
の
み
サ
ロ
ン
等

を
訪
問
し
て
、
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

減
塩

「いきいき21」

平 成 2 3年 に グ ル ー プを

立ち上げ、ステージ発表で、

「一茶」を演じる会員。

☆
編
集
後
記
☆

新
年
度
会
報
編
集
委
員
会

も
早
い
も
の
で
今
回
第
64
号

を
発
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
４
ペ
ー
ジ
増
や
し
て

多
彩
な
記
事
を
掲
載
し
た
い

と
頑
張
っ
て
み
ま
し
た
。
い

か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
会
員

の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
よ
う
、

会
報
編
集
委
員
一
同
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


